
はじめに

　はじめまして。岡山市立平井小学校教諭の遠藤隆平と申します。
　私は、ICTの力によって今までできなかったことができるようになる瞬間
が大好きです。そんな「できた！」という感動の瞬間が、子どもたちの自信
になり、先生方の授業づくりの幅を広げていく様子を、これまで何度も見て
きました。そうした体験を、より多くの方と共有したいという思いから、子
どもたちや先生方、学生の皆さんと共に学ぶ場を県内外の様々な現場でつ
くっています。
　数ある ICTツールの中でも、私が特に魅力を感じているのが「Canva」で
す。直感的に使えて、おしゃれで、多機能。授業づくりや児童の作品づくり
において、まさに「魔法のようなツール」です。子どもたちの表現力や創造
力を引き出す「学びのパートナー」にもなり得ると感じています。
　本書では、そんなCanva を教育に取り入れるためのヒントや実践例、す
ぐに使えるテンプレートを数多く紹介しています。どなたでもスムーズに授
業で取り入れられるように、ICTに少し苦手意識がある先生にも、初めて使
う先生にも、日常的に活用されている先生にも「使ってみたい」と思ってい
ただけるような本になっています。
　この本を通じて、先生方の授業がもっと魅力的に、そして、子どもたちの
学びがもっと楽しく、もっと深いものになることを心から願っています。
　このような貴重な出版の機会をいただけたのは、日々共に歩んでくれる子
どもたちや保護者の皆様、先生方、学陽書房の皆様、そして家族の支えがあっ
てこそです。この場を借りて心より感謝申し上げます。
　そして、今、ページをめくってくださっている皆様にも、深く感謝を申し
上げます。お忙しい毎日の中で、子どもたちのために新たな学びを求めるそ
の姿勢に、敬意を表します。本書が、そんな皆様の新しい一歩の後押しとな
れば、これ以上の喜びはありません。
　Canvaを通して、皆様の授業づくりを少しでもお手伝いできれば幸いです。
　2025年 8月

遠藤 隆平
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Canvaで
授業がもっと楽しく！

１からテンプレートを探して作るのが大変
 そもそも授業でどう使うのかわからない
 操作方法がよくわからない

こんな先生にもおすすめ
Canvaを授業で使ってみたいけど･･･

使いたいテンプレートのQRコードを読み込むだけで
すぐ使えます。

探す・作る手間ナシ！

すぐ使える！ 簡単
ダウンロード！

大丈夫です！

3

テンプレートを実際に授業で活用した事例を、豊富な写真ととも
に紹介。ポイント解説でコツもわかる！

巻末には、Canvaの基本操作をわかりやすくまとめた付録ページ
を収録(P.111)。初心者でも安心！

写真で見てわかる！

操作ガイド付き！

Google や Microsoft のアカウン
トがあれば、簡単に登録できます。
教員の方は Canva 教育版に申請
しましょう。著者が子ども向けに
作成した「Canva アカウント登
録解説動画 &Canva 操作説明」
（YouTube）。よろしければ、QR
コードを読み取りご活用ください。

はじめての人は、Canvaに登録0

今 知
CCCaannvvvaaaa 基本基本基本基本基本基本基本操作操作操作操作操作操作操作操作

　  教師のアカウントを Canva 教育版にアップグ
レードする。

　  Canva のホーム画面から自分のアイコンをク
リックして「設定」を開く。

　 サイドバーから「クラス」をクリック。
　  「＋クラスを作成」をクリックする。
　  任意のクラス名を入力して、「続行」をクリック。
　  招待リンクを子どもに共有する。
　  子どもは共有されたリンクを開くと教師のクラス
に自動で参加できる。
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子どももCanva教育版を使えるようにする
（教師のCanvaクラスに招待する）1

112

表示されているもの
以外で作りたいもの
がある場合は、「もっ
と見る」をクリック。
ロゴやチラシ作成な
ど幅広い種類が揃っ
ている。

クリックすると左側にポップアップ
が出てくる。ここからいろいろなデ
ザインのテンプレートが選べる。

「修学旅行」など、自分の作りたいテーマの
言葉を検索バーに入れて検索し、目的に合っ
たデザインを選んでクリックする。

上記の方法以外に、
「テンプレート」か
ら、キーワードを入
れて作成したいテン
プレートを探すこと
もできる。カテゴリー
やスタイルで絞り込
むこともできる。

まずホーム画面で使用したいアイコンをクリック2

テーマに合ったテンプレートを選ぶ3 基
本
操
作
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単元で学んだ知識を関連付ける

ウェビングマップで
考えを整理しよう

　Canva でウェビングマップを活用すると、単元を通して学んだことを視
覚的につなげて整理できます。１時間ごとの授業が独立してしまいがちです
が、この方法により知識の関連付けができ、学びが深まります。単元のまと
めの授業として、全体を振り返りながら理解を定着させる効果的な方法です。

やってみよう！
 QRコードを読み取り、「新しいデザインにテンプレートを使用する」をクリックします。
※ホワイトボードのテンプレートで「ワークフロー」と検索してもいろいろなテンプレートを探す
ことができます。
 教師がウェビングマップの中心に単元の学習問題を入力しておきます。
 画面右上の「共有」からリンクを作成し、子どもに共有します（P.122の17参照）。
 子どもは学習問題から連想されるキーワードを入力していきます。
 丸を選択して出てくる矢印をクリックする
と、どんどん枠を増やすことができます。

 「アップロード」から関連する資料を貼り
付けていきます（P.117の9参照）。

 「素材」の図形から線を選び（P.114 の
4③参照）、他の項目とも関連しそうな
部分をつなげていきます。
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自動で枠を増やせるホワイトボードの機能
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知識を関連付けながら深く理解

● 様々な教科の単元のまとめができる
● 視覚的に知識を整理できる
● 知識を関連付けて習得できる

素材や資料も活用できるため、多様な表現が可能です。つなぎ合わせながら視覚的に知識を
関連付けることで、学んだ内容を整理しやすくなります。また、素材の移動が簡単なので、書
き込みが増えても整理しやすく、スムーズにまとめることができます。

気軽に知識を関連付けられる

ウェビングマップを使うと、短い文章や単語で書き込めるため、子どもたちも気軽に取り組
むことができます。また、学習問題を意識しながらこれまでの授業記録を見返す姿が増え、
学んだ内容を振り返り、知識を関連付ける習慣が身につきやすくなります。

学習問題を意識しながらまとめる

「ウェビングマップ」テンプレート活用例

6年社会「江戸幕府と政治の安定」（東京書籍）のまとめ。
関連する資料も貼り付け、学んだことを関連づけていく

第３章　授業のまとめ・振り返り・評価に使えるテンプレート　67
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Canvaで全員の意見を素早く共有

全員の意見を集める！
Canvaの付箋

　授業の始めに、子どもたちの疑問や意見を聞くことがありますよね。しか
し、全員の意見を聞くには時間が足りず、一部の子どもだけが発表すること
になりがちです。この付箋テンプレートなら、全員の意見や立場を一度に閲
覧でき、誰がどこに書き込んでいるかもすぐにわかります。これにより、限
られた時間内で全員の考えを把握することができます。

やってみよう！
 QRコードを読み取り、「新しいデザインにテンプレートを使用する」をクリックします。
 教師は、テンプレートに質問を入力します。
※ Canva 教育版の利用でない方は、位置ロック機能がないため、1ページ目は全てロック状態
になっています。全てのロックがはずれている２ページ目を使用してください。
 必要があれば、「意見によって色を変えよう」の付箋の中に、指示を書き込みます。
 教師の入力すべきことを入力し終わったら、リンクを子どもに共有します（P.121の
16参照）。

 子どもたちは、質問を見て自分の出席番号の付箋に回答を入力。
 意見の立場によって色の変更を行う場
合は、付箋の位置ロックをはずしてから
付箋の色を変更するよう子どもに伝えま
す。

※付箋機能の使い方はP.124 の21参照。
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すぐに使える「付箋」テンプレート
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クラス全員の意見に触れられる

● 全員の意見を一度に把握できる
● 位置ロックや出席番号順で整理する
● テンプレートを活用すると難しい操作が必要ない

質問をあらかじめ書き込んでおくことで、子どもが何を書けばよいかが明確になります。ま
た、色の変更指示なども明記しておくと、作業がスムーズに進みます。付箋の文字の大きさは、
一覧で見たときにも見える大きさに設定するとよいでしょう。

スキル操作の指導時間を少なく

このテンプレートでは、付箋に位置ロッ
クがされていることで、間違って削除し
たり、位置がズレることを防げます。そ
して、出席番号が振ってあることで、ど
こに何を入力すればよいかも明確になっ
ています。

リアルタイムで
把握できる

付箋の色の変え方

「付箋」テンプレート活用例

①付箋を選択してロッ
クを解除します。

②◯を選択して色を
変更します。

第２章　授業の導入・展開時に使えるテンプレート　33
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作品の紹介カードも鑑賞カードもCanvaで作成

相互観賞カードで作品
の評価を送り合おう

　Canva を使えば、図画工作科で作った立体作品や生活科や理科での観察
記録を写真や動画で残すことができます。写真や動画に直接、記録を書き込
むことで、具体的な説明ができます。また、友達からフィードバックを受け
取れることで、やりがいも感じられます。

やってみよう！
 QRコードを読み込み、テンプレートの「作品カード」を授業に合わせて編集します。
 クラスの人数分、ページを複製して（P.118 の11参照）、子どもにリンクを共有しま
す（P.121の16参照）。

 子どもには自分の出席番号のページを使用するよう伝えます。
 子どもはカメラで作品の写真を撮り、サイドバーの「アップロード」から写真をアッ
プロードします（P.117の9参照）。動きがあるものは動画にしてもよいですね。

 アップロードした写真を中心のフレームに近付けると、自動で写真がフレームの大き
さに収まります。

 タイトルや工夫・気付いたことを書き込ん
でいきます。

 友達のカードを鑑賞します（実物も併せて
見せるとよいですね）。

 友達のカードに移動してから素材をクリッ
クすると、吹き出しマークが出てくるので、
吹き出しマークを押して文字を入力します。

 スタンプなどを押し合ってもよいですね。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

図画工作

工夫を書き込みやすい「作品カード」
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クラウド上でいつでも見える

● 作品や観察したものを記録に残すことができる
● 写真や動画に直接具体的な工夫が書き込める
● 作った子に直接フィードバックができる

置き場がなくなってしまう図工作品もデジタルで記録に残せます。作品が動いている様子を
動画やGIFで保存できるため、作品の魅力がさらに伝わります。評価をつける際にも、いつで
も簡単に作品を見返すことができます。

クラウド上に記録する良さ

コメントだと気軽に、大勢の人に良さ
を伝えることができます。友達からほ
めてもらえるとやっぱりうれしいで
すよね。教師も具体的にフィードバッ
クを返してあげることが可能になり
ます。

良さを伝え合う
機会に

「ゆらゆら　ドキドキ」の作品カード

6年「入り口の向こうには」（開隆堂）の作品カード例

第４章　Canva 実践事例　教科別テンプレート　91
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